
160.食物経口負荷試験データを基にした鶏卵・牛乳・小麦・ナッツアレ
ルギーの診断、予後の調査
研究の概要
食物アレルギーでは、食物経口負荷試験の結果に基づいた「正しい診断と必要最小限の除去」が標準的診
療として推奨されています。そのためには、食物アレルギーの方の状況や検査結果より、症状誘発のリス
クを確認することが重要です。
● 当院に受診され、食物経口負荷試験を受けられた食物アレルギーのお子様の検査年齢や食品、血液検
査および負荷試験の結果等を調査します。
● 本研究は（熊本地域医療センター小児科、熊本大学病院小児科）との共同研究で、熊本大学病院小児
科にて情報を集計、解析し、より安全な診断方法の研究に役立てます。

研究の目的と方法
● 目的
食物アレルギーの方の状況や検査結果と負荷試験の結果を検討し、負荷試験のリスクアセスメントに役立
てる。

● 方法
当院を受診された食物アレルギーの患者さんで、2008年4月から2022年3月の間に食物経口負荷試験を受
けた方を対象にカルテを利用して、負荷試験を受けた時期、年齢、性別、アレルギー合併症、これまでに
症状が出たことがあるか、血液検査の結果（IgE）、負荷試験を行った食品とその量、食物経口負荷試験
の結果とそのときの症状　などの情報を使用します。
情報は、匿名化して誰の情報か分からないようにした上で暗号化し、集計、解析します。

本研究の参加について
該当する患者さまの電子カルテ上の情報を、当方で集計させていただきますので、改めてアンケートに答
えていただいたり、同意書をいただいたりすることはございません。ご参加の御意志をあらためて確認す
ることもございません。個人情報はすべて匿名化して報告させていただきますので、個人のプライバシー
は守られています。
万一、この調査に参加したくない患者様がいらっしゃいましたら、当方に連絡いただきますと集計からは
ずさせていただき、調査を中止させていただくことが可能です。ただし論文の報告後は集計からはずすこ
とは現実的に不可能となります。

調査期間
● 対象になる患者さま：
当院を受診した食物アレルギーの患者さんで、2008年4月から2022年3月の間に食物経口負荷試験を受け
た方
● 研究期間：倫理委員会承認後から～2024年3月31日



研究成果の発表
● 研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個人を判別できるような情報は利用しませ
ん。
● 研究に利用する情報は、お名前、住所など、個人で判別できる情報は削除し、研究用の番号を付けま
す。また、研究用の番号とあなたの名前を結び付ける対応表を当院の研修責任者が作成し、研究参加への
同意の取り消し、診療情報との照合などの目的に使用します。対応表は、研修責任者が責任もって適切に
管理いたします。
● 検体や情報は、当院の研修責任者が責任をもって適切に管理いたします。

問い合わせ先
研究代表者／研修責任者
国立病院機構熊本医療センター　小児科　緒方　美佳　　　　TEL　096-353-6501（病院代表）


